
RPMAU2(B/W)

必ずお守りください

22.7kg





安全上のご注意 ご使用の前に必ずお読みください

警告と注意！

警告：

警告：
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●本体寸法図（単位mm）
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●パーツ各種

メインブラケット

メインプレート

レッグパーツ
（4本）

ビスＫ（4個）
8-32×3/8㌅

ビスＬ（4個）
8-32×1/4㌅

ビスＭ（4個）
M2.5×10mm

ビスＮ（4個）
M3×10mm

ビスＰ（4個）
M4×10mm

ビスＱ（4個）
M5×14mm

ビスＲ（4個）
M6×14mm

ワッシャーＳ
（4個）
M4

ナットＱ
（4個）
M5×12mm レンチＵ

（1個）
¼㌅

レンチＶ
（1個）
5/23㌅

ロングビスＷ（４
個）
M3×25mm

ロングビスＸ（４
個）
M4×25mm

ロングビスＹ（４
個）
M5×25mm

ロングビスＺ（４
個）
M6×25mm

スリーブワッシャ
ＡＡ（４個）

（ ）

ビスＥ（2個）
10-24×3/8㌅

ビスＧ（4個）
10-24×3/8㌅

ナットＨ（1個）
5/16-18×1/2㌅

レンチＵ
（1個）
¼㌅

セキュリティ
キー（2個）
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設置の前に

・設置場所について

・設置方法について

誤った取り付けや強度が不十分な取り付けを行った場合、ブラケット本体や
プロジェクターが落下して重大な事故やけがの原因となりますので、十分に
ご注意ください。

（ ）



▶手順①

メインブラケットを固定延長式ポール（別売りオプション品）に回転させながらねじ込みます。

セキュリティロックを締めることによって、メインブラケットと固定延長式ポールが固定され、回転しなくなります。

5

●メインブラケットの取り付け

シーリングプレート
（別売りオプション品）

メインブラケット

固定式延長ポール
（別売りオプション品）

［手順①］

セキュリティロック

▶備考

メインブラケット裏面にあるセキュリティスクリューを強く締め込みます。
メインブラケットごとプロジェクターを取り外すことができなくなり、セキュリティ効果が上がります。

［手順②］

セキュリティスクリュー

メインブラケット裏面（底面）

（ ）
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●レッグパーツの取りはずし

▶手順②

RPMA-U2Bはレッグパーツ（Ｂ）の組み合わせや、レイアウトの
仕方によって、さまざまなメーカーのプロジェクターに対応する
ことができます。

下のイラストを参考にして、レッグパーツからプロジェクター用
ビスを取りはずしてください。

レッグパーツ

スライディングビス

●プロジェクタービスの固定

▶手順③

手順②で取りはずしたプロジェクター用ビスをプロジェクターに
取りつけます。

［手順②］

クリップカバーパーツ

ロックボタン

プロジェクター用ビス

高さ調整ナット

ロックボタン

（プロジェクター）

ビス
ワッシャー

プロジェクター用ビス

［手順③］

▶備考

プロジェクター側の取り付け穴の高さが、その穴ごとに異なる場合
は、ビス（Ｍ・Ｎ・Ｐ・Ｑ・Ｒ）ではなく、ロングビス（Ｗ・Ｘ・
Ｙ・Ｚ）またはナットＡＡなどを混合使用することで、高さを調整
してください。

（ ）
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●レッグパーツの組み立て

▶手順④

手順③で取りつけたプロジェクター用ビスにレッグパーツ（Ｂ）を
をはめ込みます。

手順②で取りはずした際と同じ要領で、レッグパーツ（Ｂ）の
ロックボタンを解除しなが、らプロジェクター用ビスに取りつけて
ください。

●メインプレートの固定

▶手順⑤

手順④で並べたレッグパーツ（Ｂ）のスライディングビスに対し
て、メインプレート（Ａ）を取り付けます。

ナット（Ｑ）を使用します。

プロジェクターが前後左右に傾かない様に、バランスを保つこと
ができるように、メインプレートの取り付け部分を調整してくだ
さい。

レッグパーツ

［手順④］

注意

プロジェクタービスにレッグパーツ（Ｂ）がしっかりと固定されて
いることを確認してください。

この固定が不完全ですとプロジェクター本体が落下し、プロジェク
ター本体の破損、またはケガや事故などの原因となります。

［手順⑤］

メインプレート

ナット（Ｑ）

スライディングビス

【プロジェクター取付穴が３つの場合の例】

メインプレート

スライディングビス

【プロジェクター取付穴が４つの場合の例】

ナット（Ｑ）

［手順⑤］

（ ）
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●メインプレートの固定

▶手順⑥

手順⑤でメインプレートの位置が決定したら、レッグパーツ（Ｂ）
先端のロックボタン横にある、ロックボタンセキュティホールを
ビス（Ｋ）で固定 します。

この固定をすると、誤ってクリップカバーをスライドさせる力が
加わったとしても、クリップカバーがスライドせず、プロジェク
ターの落下を防止します。

［手順⑥］

レッグパーツ

ビス

ロックボタンセキュリティホール

注意

プロジェクター用ビスにレッグパーツがしっかりと固定されてい
ることを確認してください。

この固定が不完全であると、プロジェクター本体が落下し、プロ
ジェクター本体の破損、またはケガや事故などの原因となります。

●プロジェクターの吊下げ

▶手順⑦

メインブラケットにメインプレート（プロジェクター）を取り付け
ます。

メインプレート
（Ａ）

メインブラケット

［手順⑦］

●プロジェクターの吊下げ

▶手順⑧

手順⑦をおこなったあと、ブラケット部分の脱落を防止するため
必ずマウントリリースレバーをオン（固定状態）にしてください。

［手順⑧］

オン
（固定状態）

オフ
（フリー状態）

マウントリリ－ス
レバー

（ ）

●プロジェクターの吊下げ

▶手順➈
手順⑧で、マウントリリースレバーをロックした後に、かならず
付属のセキュリティーキー（鍵）で固定して、管理者以外が不用意
に機器を操作して脱落したりする事故を防いでください。
また、プロジェクターの修理やメンテナンスのために取り外す際
に必要になりますので、紛失しないように保管してください。

［手順⑨］

セキュリティキー



プロジェクターの前後方向・傾斜角度調整

▶手順➊
➊のビスを左側にまわして緩めると、プロジェクターの前後方向
の傾斜角度調整が可能な状態になります。

▶手順➋
➋の傾斜角度調整ビスをゆっくりとまわすことで、プロジェクタ
ー本体の前後傾斜角度が変化します。

▶手順➌
手順➋の作業が終了したら、ビスを右側にまわして締め込んでプ
ロジェクターをしっかりと固定してください。

プロジェクターの左右傾き調整

▶手順➊
➊のビスを左側にまわして緩めると、プロジェクターの左右傾き
角度調整が可能な状態になります。

▶手順➋
➋の左右傾き角度調整ビスをゆっくりとまわすことで、プロジェ
クター本体の左右傾き角度が変化します。

▶手順➌
手順➋の作業が終了したら、ビスを右側にまわして締め込んでプ
ロジェクターをしっかりと固定してください。
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●プロジェクター調整

プロジェクターの水平方向・回転調整

▶手順➊
➊のビスを左側にまわして緩めると、プロジェクターの水平方向
回転調整が可能な状態になります。

▶手順➋
➋の回転調整調整ビスをゆっくりとまわすことで、プロジェクタ
ー本体が水平方向に回転します。

▶手順➌
手順➋の作業が終了したら、ビスを右側にまわして締め込んでプ
ロジェクターをしっかりと固定してください。

回転調整ビス

傾斜角度調整ビス

左右傾斜角度
調整ビス

（ ）
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